
渡
海
の
地
で
発
展
し
た
津
波
小
学
校

渡
海
の
地
で
発
展
し
た
津
波
小
学
校

津
波
9
2
4
番
地
（
現
農
村
公
園
）
に
あ
っ

た
頃
の
津
波
尋
常
高
等
小
学
校
。
左
の

門
柱
に
は
津
波
青
年
学
校
と
あ
る
。
創

立
3
0
周
年
記
念（
昭
和
1
3
年
頃
）

■
編
集
・
発
行
 大
宜
味
村
役
場
企
画
観
光
課
　
〒
9
0
5
-1
3
9
2
 大
宜
味
村
字
大
兼
久
15
7
番
地
　
☎
0
9
8
0
-4
4
-3
0
0
7
　
FA
X
 0
9
8
0
-4
4
-3
0
2
9

広報No.266
KOHO OGIMI 2017年5月1日

おおぎみおおぎみおおぎみおおぎみおおぎみおおぎみ

日時：4月13日
場所：大宜味村農村活性化センター
       （道の駅おおぎみ）健やかにたくましく育て  大空を泳ぐこいのぼりのように2

校

内 内内
レ レレ

レ レレ
村 村村

ア アア
コ ココ

　
4月
6日
、『
青

信
号
し
っ
か
り

か
く
に
ん
わ
た

ろ
う
ね
!』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、

大
宜
味
村
役
場

玄
関
前
に
て
、

「
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
大

宜
味
村
出
発
式

及
び
車
輌
パ

レ
ー
ド
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。運
動
の
基
本
は「
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
～
事
故
に
あ
わ
な
い
、お
こ
さ
な
い
～
」で
す
。村
長

は
参
加
者
を
前
に
、「
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
な
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、ぜ
ひ
と
も
素
晴
ら
し
い
交
通
安
全
運
動
を
推
進

し
て
い
き
た
い
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。交
通
事
故
の
な
い
明

る
い
社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
4
月
1
3

日
、大
宜
味

村
農
村
活
性

化
セ
ン
タ
ー

（
道
の
駅
お

お
ぎ
み
）に

て
、平
成
2
9

年
度
こ
い
の

ぼ
り
掲
揚
式

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。こ

い
の
ぼ
り
に

は
、次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
へ
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。式
で
は
塩
屋・
喜
如
嘉
の
保
育
所
児
、大
宜
味
幼
稚

園
児
、そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
踊
り
や
歌
が
披
露
さ
れ
、参
加
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。こ
い
の
ぼ
り
は
5月
24
日（
水
）ま
で
掲
揚
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式

　
4月
20
日（
木
）か
ら
4月
23
日（
日
）ま
で
の
４
日
間
、第
9回
沖

縄
国
際
映
画
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、離
島
部
を
含
む
12

市
町
村
24
ヶ
所
が
会
場
と
な
り
映
画
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。大
宜

味
村
は
、映
画
祭
を
盛
り
上
げ
る
沖
縄
国
際
映
画
祭
応
援
団
の
一
員

と
し
て
映
画
祭
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。最
終
日
の
23
日
に
は
国
際
通

り
に
て
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。村
長
、大
宜
味

村
ふ
る
さ
と
観
光
レ
デ
ィ
ー
の
宮
城
姉
妹
、村
PR
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ぶ
な
が
や
・
お
お
ぎ
み
シ
ー
ち
ゃ
ん
、村
青
年
団
協
議
会
か
ら
参
加

が
あ
り
、歓
声
に
沸
く
会
場
の
中
を
歩
き
ま
し
た
。

第
9
回
沖
縄
国
際
映
画
祭

第
9
回
沖
縄
国
際
映
画
祭

第
9
回
沖
縄
国
際
映
画
祭

　 明 治 二 三 年 、 津 波 簡 易 小 学 校 が 津 波 九 二 四 番 地

（ 現 農 村 公 園 ） に 設 置 さ れ た の が 、 津 波 に お け る 学 校 教 育 の

発 祥 で あ る 。 そ の 後 、 二 九 年 に 塩 屋 尋 常 小 学 校 分 教 場 と 位 置

付 け ら れ た が 、 四 三 年 に 津 波 尋 常 小 学 校 の 創 立 を み る 。 大 正

一 三 年 に は 高 等 科 が 設 置 さ れ 津 波 尋 常 高 等 小 学 校 へ 、 昭 和

一 六 年 の 学 制 改 革 で 津 波 国 民 学 校 と 改 称 、 二 三 年 に は 六 ・ 三

制 施 行 で 津 波 小 学 校 ・ 津 波 中 学 校 と な る 。

　 昭 和 二 六 年 、 校 地 を 津 波 二 八 三 番 地 に 移 築 。 四 四 年 に は そ

れ ま で 塩 屋 校 に 通 学 し て い た 江 洲 の 児 童 が 津 波 校 に 学

区 変 更 。 昭 和 五 三 年 に は 交 通 少 年 団 を 結 成 。 上 級 生 が 下

級 生 を 気 遣 い な が ら 列 を 組 ん で 登 校 す る 集 団 登 校 が 津

波 小 学 校 の 名 物 と な っ て い た 。 平 成 四 年 に は 全 日 本 交

通 安 全 協 会 よ り 協 会 長 表 彰 を 受 賞 し て お り 、 交 通 少 年

団 の 活 動 は 閉 校 ま で 三 七 年 間 も 続 い た 。

　 五 五 年 、 中 学 校 統 合 に よ り 津 波 中 学 校 を 閉 校 。 平 成

二 年 創 立 八 〇 周 年 記 念 事 業 挙 行 、 体 育 館 落 成 。 同 年 の

在 席 数 は 六 一 名 で あ る 。 平 成 二 二 年 、 創 立 一 〇 〇 周 年

記 念 式 典 挙 行 。 小 さ な 学 校 な が ら 、 美 化 活 動 が 盛 ん

で 、 中 庭 の タ イ ヤ 花 壇 や 校 門 前 の 〇 番 地 花 壇 に 、 児 童

ら が 丹 精 し た 季 節 の 花 々 が 咲 き 乱 れ 、 ス イ カ の 収 穫

な ど で も 度 々 話 題 に な っ た 。 沖 縄 群 島 初 代 知 事 平 良

辰 雄 氏 も 学 び 、 一 五 〇 〇 名 余 が 巣 立 っ て い っ た 津 波

小 学 校 は 、 二 〇 一 六 （ 平 成 二 八 ） 年 三 月 、 一 〇 五 年 の 長

い 歴 史 に 幕 を 閉 じ た 。
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総
務
課

　課
長

神
里

　富
松

会
計
課

　課
長

山
城

　咲
代

財
務
課

　課
長

知
念

　和
史

企
画
観
光
課

課
長

福
地

　亮

産
業
振
興
課

課
長 

大
城

　武

住
民
福
祉
課

課
長

宮
平

　和
美

子
ど
も
子
育
て
支
援
室

室
長

大
嶺

　実

建
設
環
境
課

課
長

新
城

　寛

総
務
係

沖縄県子どもの貧困
緊急対策事業

保健事業

島
袋

　隆
也

大
城

　清
哉

行
政
改
革
・
一
括
交
付
金
総
務
課
関
連

議
会
・
例
規
・
告
示
・
情
報
公
開

総
合
計
画
・
北
部
振
興
事
業
・

国
土
利
用
計
画
・
一
括
交
付
金

住
民
基
本
台
帳
事
務
・
印
鑑
登
録
・

在
留
関
連
事
務
・
窓
口
業
務
・
旅
券
事
務

介
護
保
険
・
老
人
福
祉
・
赤
十
字
社
事
業
・

村
社
協
関
係
・
生
活
保
護
・
生
活
困
窮
者
相
談
業
務

障
害
福
祉
・
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
・

自
立
支
援
医
療
・
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

新

島
袋

　経
子

嘱
託
員

農
政
係

宮
城

　利
安

山
城

　大
地

宮
城

　翔

比
嘉

　一
詞

担
い
手
育
成
・
人
農
地
プ
ラ
ン

子
ど
も
子
育
て
支
援

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
関
係
・
畜
産
・
統
計
関
係

農
業
基
盤
強
化
促
進
対
策
・
農
業
振
興
地
域
整
備
事
業
・
鳥
獣
防
除
関
係

産
業
係

照
屋

　一
樹

宮
城

　宏
幸

産
業
総
合
計
画
・
水
産
業
・
農
林
施
設
災
害

農
林
・
農
林
施
設
災
害
・
農
道
林
道
維
持
管
理
・
農
林
施
設
事
業
・
土
地
改
良
事
業

環
境
水
道
係

花
田

　義
徳

松
川

　雄
太

宮
城

　福
太
朗

上
水
道
施
設
整
備
・
下
水
道
施
設
整
備
・
赤
土
対
策

　
　

環
境
・
衛
生
・
下
水
道
施
設
維
持
管
理

水
道
施
設
維
持
管
理
・
水
道
事
業
衛
生
管
理

建
設
係

瑞
慶
山

　真
吾

玉
城

　良
太

大
城

　伊
仙

村
道
改
良
事
業
・
河
川
・
港
湾
・
土
木
災
害
（
河
川
）

村
道
新
設
事
業
・
村
道
維
持
管
理
・
土
木
災
害
（
道
路
）

公
営
住
宅
及
び
団
地
建
設
管
理
・
村
道
維
持
管
理
・
海
浜
・
村
道
改
良
事
業

入
札
契
約
・
情
報
関
係
・
選
挙
・
防
災
・
行
政
相
談

佐
久
川

　紀
亮

真
謝

　え
り
子

人
事
関
係
・
互
助
会

給
与
・
公
務
災
害
・
共
済
事
業

財
政
計
画
・
予
算
・
基
金

交
付
税
・
起
債
・
ふ
る
さ
と
納
税

村
、
県
民
税
・
た
ば
こ
税

村
民
税（
法
人
）・
家
屋
評
価
・
償
却
資
産
・
交
付
金

土
地
評
価

人
事
係

財
政
係

真
喜
志

　亮

野
原

　侑
也

上
地

　若
奈

安
里

　瞬

崎
山

　星
斗

知
念

　伸

軽
自
動
車
税
・
徴
収

税
務
係

企
画
係

宮
城

　一
博

前
田

　文
彦

出
納
員

宮
城

　敦

比
嘉

　悦
子

新
城

　真
奈
美

山
城

　千
夏

高
江
洲

　幸
子

平
良

　望

新
城

　あ
ゆ
み

金
城

　エ
リ
子

島
袋

　忍

高
江
洲

　悦
子

新
城

　千
明

親
川

　智
恵
美

土
地
行
政
・
統
計
・
過
疎
対
策

宮
城

　光
一

宮
城

　俊
作

志
良
堂

　寛
太
商
工
業
・
労
働
行
政
・
中
水
道
事
業

出
納
業
務
・
財
産
管
理

観
光
・
広
報
・
環
境
保
全

観
光
振
興
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
景
観
計
画

観
光
商
工
係

住
民
係

塩屋保育所

津
波

　愛
佳

前
田

　泰
葉

戸
籍
・
人
口
動
態
・
旅
券
事
務

国
保
年
金
係

伊
是
名

　和
代

仲
村

　亮
人

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金

福
祉
係

保
育
所

金
城

　忠

津
波
古

　達
功

大
城

　真
理
子

児
童
福
祉
・
母
子
福
祉
・
保
育
所

田
仲

　敬

宮
城

　伸
子

栄
養
指
導
・
栄
養
管
理
・
母
子
保
健
・
保
育
所
給
食

特
定
保
健
指
導

保
健
衛
生
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
自
立
支
援
医
療

平
良

　琢
磨

特
定
健
診
事
業
・
自
立
支
援
医
療
・
子
ど
も
母
子
父
子
医
療
費
助
成

濱
元

　彩
子

母
子
保
健
・
精
神
保
健
・
予
防
接
種
・
保
健
指
導

特
定
保
健
指
導

保
健
衛
生
係

喜如嘉保育所

保育所

村　長：宮城　功光

会計管理者

は新採用

前
田

　佳
政

新新新

新新

所
長

主
任 

保
育
士 

保
育
士

保
育
士 

調
理
員

調
理
員

保
育
士

保
育
士

保
育
士

保
育
士（
契
約
）

山
川

　和
美

浜
元

　涼
子

宮
城

　か
お
り

宮
城

　唯
子

宇
良

　由
香

稲
福

　洋
子

平
良

　さ
つ
き

平
良

　成
江

仲
村

　よ
う
子

所
長

主
任 

保
育
士 

保
育
士

調
理
員

保
育
士

保
育
士

調
理
員（
委
託
）

（
契
約
）

社
会
福
祉
士（
嘱
託
員
）

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
嘱
託
員
）

介
護
保
険
関
係
・
相
談
業
務

☎44-3001☎44-3002

☎44-2500☎44-3754

地域包括支援センター

新
城

　涼
香

島
袋

　友
子

☎44-3007☎44-3003☎44-3232

☎44-3280☎44-3008

副村長：島袋　幸俊
平
良

　長
真

介
護
保
険
広
域
連
合
へ
出
向

山
口

　真
弓

看
護
師（
嘱
託
員
）

照
屋

　か
が
り
看
護
師（
嘱
託
員
）

大宜味村行政機構及び職員配置図
昇 は昇任

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

山城　咲代

昇
係
長

昇

（平成29年４月現在）
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担
い
手
育
成
・
人
農
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プ
ラ
ン

子
ど
も
子
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支
援
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ー
ク
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ー
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関
係
・
畜
産
・
統
計
関
係

農
業
基
盤
強
化
促
進
対
策
・
農
業
振
興
地
域
整
備
事
業
・
鳥
獣
防
除
関
係

産
業
係

照
屋

　一
樹

宮
城

　宏
幸

産
業
総
合
計
画
・
水
産
業
・
農
林
施
設
災
害

農
林
・
農
林
施
設
災
害
・
農
道
林
道
維
持
管
理
・
農
林
施
設
事
業
・
土
地
改
良
事
業

環
境
水
道
係

花
田

　義
徳

松
川

　雄
太

宮
城

　福
太
朗

上
水
道
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設
整
備
・
下
水
道
施
設
整
備
・
赤
土
対
策

　
　

環
境
・
衛
生
・
下
水
道
施
設
維
持
管
理

水
道
施
設
維
持
管
理
・
水
道
事
業
衛
生
管
理

建
設
係

瑞
慶
山

　真
吾

玉
城

　良
太

大
城
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仙

村
道
改
良
事
業
・
河
川
・
港
湾
・
土
木
災
害
（
河
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）
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道
新
設
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・
村
道
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持
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土
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道
路
）
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び
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建
設
管
理
・
村
道
維
持
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理
・
海
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・
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道
改
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業

入
札
契
約
・
情
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係
・
選
挙
・
防
災
・
行
政
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談

佐
久
川

　紀
亮
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　え
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子
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係
・
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会

給
与
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務
災
害
・
共
済
事
業

財
政
計
画
・
予
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・
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付
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・
起
債
・
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る
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、
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民
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金

土
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人
事
係
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係
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車
税
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収

税
務
係
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画
係

宮
城
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博

前
田

　文
彦

出
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員

宮
城
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比
嘉

　悦
子

新
城

　真
奈
美

山
城

　千
夏

高
江
洲

　幸
子

平
良

　望

新
城

　あ
ゆ
み

金
城

　エ
リ
子

島
袋

　忍

高
江
洲

　悦
子

新
城

　千
明

親
川

　智
恵
美

土
地
行
政
・
統
計
・
過
疎
対
策

宮
城

　光
一

宮
城

　俊
作

志
良
堂

　寛
太
商
工
業
・
労
働
行
政
・
中
水
道
事
業

出
納
業
務
・
財
産
管
理

観
光
・
広
報
・
環
境
保
全

観
光
振
興
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
景
観
計
画

観
光
商
工
係

住
民
係

塩屋保育所

津
波

　愛
佳

前
田

　泰
葉

戸
籍
・
人
口
動
態
・
旅
券
事
務

国
保
年
金
係

伊
是
名

　和
代

仲
村

　亮
人

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金

福
祉
係

保
育
所

金
城

　忠

津
波
古

　達
功

大
城

　真
理
子

児
童
福
祉
・
母
子
福
祉
・
保
育
所

田
仲

　敬

宮
城

　伸
子

栄
養
指
導
・
栄
養
管
理
・
母
子
保
健
・
保
育
所
給
食

特
定
保
健
指
導

保
健
衛
生
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
自
立
支
援
医
療

平
良

　琢
磨

特
定
健
診
事
業
・
自
立
支
援
医
療
・
子
ど
も
母
子
父
子
医
療
費
助
成

濱
元

　彩
子

母
子
保
健
・
精
神
保
健
・
予
防
接
種
・
保
健
指
導

特
定
保
健
指
導

保
健
衛
生
係

喜如嘉保育所

保育所

村　長：宮城　功光

会計管理者

は新採用

前
田

　佳
政

新新新

新新

所
長

主
任 

保
育
士 

保
育
士

保
育
士 

調
理
員

調
理
員

保
育
士

保
育
士

保
育
士

保
育
士（
契
約
）

山
川

　和
美

浜
元

　涼
子

宮
城

　か
お
り

宮
城

　唯
子

宇
良

　由
香

稲
福

　洋
子

平
良

　さ
つ
き

平
良

　成
江

仲
村

　よ
う
子

所
長

主
任 

保
育
士 

保
育
士

調
理
員

保
育
士

保
育
士

調
理
員（
委
託
）

（
契
約
）

社
会
福
祉
士（
嘱
託
員
）

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
嘱
託
員
）

介
護
保
険
関
係
・
相
談
業
務

☎44-3001☎44-3002

☎44-2500☎44-3754

地域包括支援センター

新
城

　涼
香

島
袋

　友
子

☎44-3007☎44-3003☎44-3232

☎44-3280☎44-3008

副村長：島袋　幸俊
平
良

　長
真

介
護
保
険
広
域
連
合
へ
出
向

山
口

　真
弓

看
護
師（
嘱
託
員
）

照
屋

　か
が
り
看
護
師（
嘱
託
員
）

大宜味村行政機構及び職員配置図
昇 は昇任

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

係
長

山城　咲代

昇
係
長

昇

（平成29年４月現在）



退　職　者

村
史
編
纂
業
務

村
史
編
纂
業
務（
嘱
託
）

村
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編
纂
業
務（
嘱
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）

社
会
体
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・
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涯
学
習

社
会
教
育
・
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涯
学
習

文
化
財
・
生
涯
学
習
・
庶
務

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
委
託
）

学
校
教
育

学
校
教
育

教
育
相
談
員（
委
嘱
）

所
長

調
理
員

調
理
員

調
理
員（
委
託
）

調
理
員（
委
託
）

調
理
員（
委
託
）

園
長（
委
嘱
）

教
諭

教
諭

用
務
員（
委
託
）

図
書
館
司
書（
委
託
）

運
転
手

運
転
手

用
務
員（
委
託
）

図
書
館
司
書（
委
託
）

運
転
手

運
転
手

（
委
託
）

大
宜
味
小
学
校（
委
託
）

大
宜
味
小
学
校（
委
託
）

大
宜
味
中
学
校（
委
託
）

大
宜
味
小
学
校（
委
託
）

大
宜
味
小
学
校（
委
託
）

大
宜
味
中
学
校（
委
託
）

係
長

係
長

係
長

係
長

ALT

　 農 業 委 員 会 　

事務局長・大　城　　　武

係　　長・住　　　秀　和

　 議 会 ・ 監 査 　

事務局長・宮　城　　　豊

庶　　務・前　田　　　望

　 教 育 委 員 会 　

教 育 長・米　須　邦　雄

教育課長・山　城　　　均指導主事・宮　城　研　治
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☎44-3477 ☎44-3117

玉　城　良　太
建設環境課（津波区出身）

　今年度より、大宜味村

役場建設環境課へ配属

になりました。これまで

の土木・建築工事の経験を活かし、1日でも

早く地域の役に立てるように邁進してまい

ります。皆様のご指導ゆたしくうにげーさ

びら。

友　寄　順　子 （勤続年数：36年）
ともよせ　　　じゅんこ

宮　城　みゆき （勤続年数：36年）
みやぎ

大　城　　　豊 （勤続年数：4年）
おおしろ　　　　　  ゆたか

たまき　　　　りょうた

平成29年度 大宜味村一般会計予算
【歳入歳出総額　3，048，641千円】

　平成29年度当初予算総額は、3,048,641千円で、対前年度242,351千円の減、率にして7.4%の減となって

います。

　歳入については、村税が国有所在市町村交付金や風力発電償却分等の減により、対前年度6,290千円減の

673,682千円となっています。地方交付税973,000千円（内普通交付税898,000千円、特別交付税75,000千

円）対前年比1.8%の増、国庫支出金が対前年比6.3%減、県支出金56.7%減、地方債で49.5の大幅な減となっ

ていますが、国・県支出金及び地方債の減の要因としては、社会資本整備事業や小学校プール建設（沖縄公共

投資交付金事業）、旧中学校校舎解体（学校施設環境改善交付金事業）に係るものとなっています。

　また、歳出においても上記事業の減により普通建設事業において対前年比61.3%減となっています。なお、

本年度の主な普通建設事業費としては、低炭素社会構築事業やふるさと河川環境再生・活用整備事業等に沖

縄振興特別推進交付金、道路・橋梁の修繕等に社会資本整備事業を活用した予算配分となっています。

歳　　入　　　　　　　　　　　　単位：千円・％
　　区　　分　　
村 税
地 方 譲 与 税
交 付 金 等
地 方 交 付 税
分担金及び負担金
使 用 料・手 数 料
国 庫 支 出 金
県  支  出  金
繰 入 金
繰 越 金
村 債
そ の 他
　 歳 入 合 計 　

当初予算額
673,682
23,856
51,938
973,000
12,662
57,713
188,111
477,857
129,182
160,000
150,300
150,340
3,048,641

構 成 比
22.1 
0.8 
1.7 
32.0 
0.4 
1.9 
6.2 
15.7 
4.2 
5.2 
4.9 
4.9 

100.0 

前 年 度 比
△0.9
△0.9
△11.2
1.8
△7.0
7.4

△6.4
△36.2
48.2
166.7
△49.5
35.5
△7.4

歳出（性質別）　　　　　　　　　　　単位：千円・％

歳 出 合 計

　区　　分　
人 件 費
物 件 費
維 持 補 修 費
扶 助 費
補 助 費 等
公 債 費
積 立 金
投資及び出資金、貸付金
繰 出 金
普通建設事業費
災害復旧事業費
予 備 費

職員・特別職の給与など
事業にかかる必要経費
施設の維持管理費
福祉や医療にかかるもの
一部事務組合等への負担金等
村の借金の返済にあてるもの
各種基金への積立
株の出資、貸付金に係る経費
特別会計への繰出
道路など建設事業にかかるもの
災害復旧事業に係る費用
緊急時等に必要とするもの

当初予算額
622,569
566,779
18,176
265,178
434,796
293,845
184,167

3
329,991
309,689
2,137
21,311

3,048,641

構成比
20.4 
18.6 
0.6 
8.7 
14.3 
9.6 
6.0 
0.0 
10.8 
10.2 
0.1 
0.7 

100.0 

前年度比
3.6
7.1

△ 9.0
3.7
11.8
12.3
79.0
0.0
7.0

△ 61.3
△ 8.5
3.0

△ 7.4

歳出（目的別）　　　　　　　　　　単位：千円・％　
　 区 　 分 　
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他
　 歳 出 合 計 　

当初予算額
62,545
629,958
723,469
307,174
173,833
50,831
244,526
131,733
223,100
293,845
207,627
3,048,641

構 成 比
2.1 
20.7 
23.7 
10.1 
5.7 
1.7 
8.0 
4.3 
7.3 
9.6 
6.8 

100.0 

前 年 度 比
0.7
4.6
9.6
6.1

△ 31.4
19.3

△ 35.6
△ 0.9
△ 53.6
12.3
64.9
△ 7.4
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之
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袋
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寄
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己

倉
持
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平
良

　一
樹

古
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知

　禎
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島
袋

　未
来

玉
城

　宏
美

古
我
知

　睦

佐
久
川

　昭
子

眞
喜
志

　タ
ツ
子

宮
城

　美
枝
子

宮
城

　政
信

山
城

　成
子

仲
村

　和
香
奈

我
那
覇

　貴
子

平
良

　朝
子

根
本

　麻
貴
子

山
城

　守
方

吉
田

　徳
子

山
川

　い
づ
み

山
城

　正
和

嵩
原

　竹
子

チ
ャ
ン
グ
・
ユ
ー
チ
ェ

大
湾

　生
美

山
城

　里
枝
子

平
良

　姿
野

奈
良

　弘
美

髙
良

　萌

宮
城

　有
沙

永 年 お 疲 れ 様 で し た 。

村
史
編
纂
係

社
会
教
育
係

学
校
教
育
係

教
育
相
談
員

給
食
セ
ン
タ
ー

幼 

稚 

園

大
宜
味
小
学
校

大
宜
味
中
学
校

特
別
支
援
教
育
支
援
員

学
習
支
援
員

幼
稚
園

小
学
校

中
学
校

新　採　用

今 後 の 活 躍 に 期 待 し ま す。

平　良　　　望
塩屋保育所（大宜味区出身）

　与えて頂いた職に責任

を持ち、一人ひとりの子

どもとしっかりと向き合

い、よりよい成長を遂げることの出来るよう

援助のできる保育者を目指し頑張りますの

で、よろしくお願い致します。

たいら　　　　　　のぞみ

宮　城　俊　作
企画観光課（田嘉里区出身）

　県外での生活を終え、地

元大宜味村に戻って参り

ました。大宜味村にはまだ

まだ知らないことが多く、毎日が勉強です。初

めての社会人生活で不安もありますが、仕事に

は真摯に向き合い、村民の皆様の力になれるよ

う努力していく所存です。良き人材となれるよ

う、ご指導の程よろしくお願い致します。

みやぎ　　　 しゅんさく

宮　城　唯　子
喜如嘉保育所（津波区出身）

　今年度より新採用とな

り、喜如嘉保育所にて働

いています。生まれ育っ

た大宜味村で子ども達と沢山の自然に触れ

つつ、地域文化等を学びながら頑張っていき

たいと思います。ご指導の方宜しくお願いし

ます。

みやぎ　　　　ゆいこ

濱　元　彩　子
住民福祉課（謝名城区出身）

　今年度より、保健師と

して採用になりました。

村民の皆様に寄り添いな

がら、心と体の健康づくりを支えられるよう

努力していきたいと思います。これから、関

わる機会も多いと思いますので、よろしくお

願い致します。

はまもと　　　 あやこ

宮　城　研　治
教育委員会 指導主事（名護市出身）

　伊江中学校から転勤して参

りました。3年前は大宜味中で

も大変お世話になりました。私

は、塩屋のスリヤーの孫です。幼い頃におじーのオー

ト三輪貨物で村内の売店を巡るのが楽しみでした。こ

れからは、大宜味村の子供達の成長や教育の発展の

ために微力ではありますが一生懸命に村内を駆け巡

り、頑張っていきます。ご指導よろしくお願いします。

みやぎ　　　　 けんじ

歳 入

歳 出
(性質別)

歳 出
(目的別)

その他
150,340

村税
673,682

交付金等
51,938

地方譲与税
23,856

地方交付税
973,000

分担金及び負担金
12,662

県支出金
477,857

繰入金
129,182

繰越金
160,000 村債

150,300

総務費
629,958

民生費
723,469

衛生費
307,174

農林水産業費
173,833

商工費
50,831

土木費
244,526

消防費
131,733

教育費
223,100

公債費
293,845

その他
207,627

議会費
62,545

人件費
622,569

物件費
566,779

維持補修費
18,176

扶助費
265,178

補助費等
434,796

公債費
293,845

積立金
184,167

繰出金
329,991

普通建設事業費
309,689

災害復旧事業費
2,137

予備費
21,311

投資及び
出資金
貸付金3

国庫支出金
188,111

使用料・手数料
57,713
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ALT

　 農 業 委 員 会 　

事務局長・大　城　　　武

係　　長・住　　　秀　和

　 議 会 ・ 監 査 　

事務局長・宮　城　　　豊

庶　　務・前　田　　　望

　 教 育 委 員 会 　

教 育 長・米　須　邦　雄

教育課長・山　城　　　均指導主事・宮　城　研　治

☎
4
4

-

3
0
0
6

☎
4
4

-

3
0
0
6

☎
4
4

-

3
7
7
4

☎
4
4

-

3
5
5
4

☎
4
4

-

1
3
0
6

☎
4
4

-

2
8
4
0

☎44-3477 ☎44-3117

玉　城　良　太
建設環境課（津波区出身）

　今年度より、大宜味村

役場建設環境課へ配属

になりました。これまで

の土木・建築工事の経験を活かし、1日でも

早く地域の役に立てるように邁進してまい

ります。皆様のご指導ゆたしくうにげーさ

びら。

友　寄　順　子 （勤続年数：36年）
ともよせ　　　じゅんこ

宮　城　みゆき （勤続年数：36年）
みやぎ

大　城　　　豊 （勤続年数：4年）
おおしろ　　　　　  ゆたか

たまき　　　　りょうた

平成29年度 大宜味村一般会計予算
【歳入歳出総額　3，048，641千円】

　平成29年度当初予算総額は、3,048,641千円で、対前年度242,351千円の減、率にして7.4%の減となって

います。

　歳入については、村税が国有所在市町村交付金や風力発電償却分等の減により、対前年度6,290千円減の

673,682千円となっています。地方交付税973,000千円（内普通交付税898,000千円、特別交付税75,000千

円）対前年比1.8%の増、国庫支出金が対前年比6.3%減、県支出金56.7%減、地方債で49.5の大幅な減となっ

ていますが、国・県支出金及び地方債の減の要因としては、社会資本整備事業や小学校プール建設（沖縄公共

投資交付金事業）、旧中学校校舎解体（学校施設環境改善交付金事業）に係るものとなっています。

　また、歳出においても上記事業の減により普通建設事業において対前年比61.3%減となっています。なお、

本年度の主な普通建設事業費としては、低炭素社会構築事業やふるさと河川環境再生・活用整備事業等に沖

縄振興特別推進交付金、道路・橋梁の修繕等に社会資本整備事業を活用した予算配分となっています。

歳　　入　　　　　　　　　　　　単位：千円・％
　　区　　分　　
村 税
地 方 譲 与 税
交 付 金 等
地 方 交 付 税
分担金及び負担金
使 用 料・手 数 料
国 庫 支 出 金
県  支  出  金
繰 入 金
繰 越 金
村 債
そ の 他
　 歳 入 合 計 　

当初予算額
673,682
23,856
51,938
973,000
12,662
57,713
188,111
477,857
129,182
160,000
150,300
150,340
3,048,641

構 成 比
22.1 
0.8 
1.7 
32.0 
0.4 
1.9 
6.2 
15.7 
4.2 
5.2 
4.9 
4.9 

100.0 

前 年 度 比
△0.9
△0.9
△11.2
1.8
△7.0
7.4

△6.4
△36.2
48.2
166.7
△49.5
35.5
△7.4

歳出（性質別）　　　　　　　　　　　単位：千円・％

歳 出 合 計

　区　　分　
人 件 費
物 件 費
維 持 補 修 費
扶 助 費
補 助 費 等
公 債 費
積 立 金
投資及び出資金、貸付金
繰 出 金
普通建設事業費
災害復旧事業費
予 備 費

職員・特別職の給与など
事業にかかる必要経費
施設の維持管理費
福祉や医療にかかるもの
一部事務組合等への負担金等
村の借金の返済にあてるもの
各種基金への積立
株の出資、貸付金に係る経費
特別会計への繰出
道路など建設事業にかかるもの
災害復旧事業に係る費用
緊急時等に必要とするもの

当初予算額
622,569
566,779
18,176
265,178
434,796
293,845
184,167

3
329,991
309,689
2,137
21,311

3,048,641

構成比
20.4 
18.6 
0.6 
8.7 
14.3 
9.6 
6.0 
0.0 
10.8 
10.2 
0.1 
0.7 

100.0 

前年度比
3.6
7.1

△ 9.0
3.7
11.8
12.3
79.0
0.0
7.0

△ 61.3
△ 8.5
3.0

△ 7.4

歳出（目的別）　　　　　　　　　　単位：千円・％　
　 区 　 分 　
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他
　 歳 出 合 計 　

当初予算額
62,545
629,958
723,469
307,174
173,833
50,831
244,526
131,733
223,100
293,845
207,627
3,048,641

構 成 比
2.1 
20.7 
23.7 
10.1 
5.7 
1.7 
8.0 
4.3 
7.3 
9.6 
6.8 

100.0 

前 年 度 比
0.7
4.6
9.6
6.1

△ 31.4
19.3

△ 35.6
△ 0.9
△ 53.6
12.3
64.9
△ 7.4
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永 年 お 疲 れ 様 で し た 。
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新　採　用

今 後 の 活 躍 に 期 待 し ま す。

平　良　　　望
塩屋保育所（大宜味区出身）

　与えて頂いた職に責任

を持ち、一人ひとりの子

どもとしっかりと向き合

い、よりよい成長を遂げることの出来るよう

援助のできる保育者を目指し頑張りますの

で、よろしくお願い致します。

たいら　　　　　　のぞみ

宮　城　俊　作
企画観光課（田嘉里区出身）

　県外での生活を終え、地

元大宜味村に戻って参り

ました。大宜味村にはまだ

まだ知らないことが多く、毎日が勉強です。初

めての社会人生活で不安もありますが、仕事に

は真摯に向き合い、村民の皆様の力になれるよ

う努力していく所存です。良き人材となれるよ

う、ご指導の程よろしくお願い致します。

みやぎ　　　 しゅんさく

宮　城　唯　子
喜如嘉保育所（津波区出身）

　今年度より新採用とな

り、喜如嘉保育所にて働

いています。生まれ育っ

た大宜味村で子ども達と沢山の自然に触れ

つつ、地域文化等を学びながら頑張っていき

たいと思います。ご指導の方宜しくお願いし

ます。

みやぎ　　　　ゆいこ

濱　元　彩　子
住民福祉課（謝名城区出身）

　今年度より、保健師と

して採用になりました。

村民の皆様に寄り添いな

がら、心と体の健康づくりを支えられるよう

努力していきたいと思います。これから、関

わる機会も多いと思いますので、よろしくお

願い致します。

はまもと　　　 あやこ

宮　城　研　治
教育委員会 指導主事（名護市出身）

　伊江中学校から転勤して参

りました。3年前は大宜味中で

も大変お世話になりました。私

は、塩屋のスリヤーの孫です。幼い頃におじーのオー

ト三輪貨物で村内の売店を巡るのが楽しみでした。こ

れからは、大宜味村の子供達の成長や教育の発展の

ために微力ではありますが一生懸命に村内を駆け巡

り、頑張っていきます。ご指導よろしくお願いします。

みやぎ　　　　 けんじ

歳 入

歳 出
(性質別)

歳 出
(目的別)

その他
150,340

村税
673,682

交付金等
51,938

地方譲与税
23,856

地方交付税
973,000

分担金及び負担金
12,662

県支出金
477,857

繰入金
129,182

繰越金
160,000 村債

150,300

総務費
629,958

民生費
723,469

衛生費
307,174

農林水産業費
173,833

商工費
50,831

土木費
244,526

消防費
131,733

教育費
223,100

公債費
293,845

その他
207,627

議会費
62,545

人件費
622,569

物件費
566,779

維持補修費
18,176

扶助費
265,178

補助費等
434,796

公債費
293,845

積立金
184,167

繰出金
329,991

普通建設事業費
309,689

災害復旧事業費
2,137

予備費
21,311

投資及び
出資金
貸付金3

国庫支出金
188,111

使用料・手数料
57,713
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2 校

赤十字の活動にご支援を
　各世帯年間500円の協力金が赤十字活動の支えです。
　日本赤十字社は、人道・博愛の理念のもとに世界190ヶ国の赤十
字社と連帯し、災害や紛争等により飢餓、貧困、病院などに苦しむ人々を国際的
に救護するとともに、国内においても各種災害救護や輸血用血液の供給、医療
の提供、青少年の健全育成等の事業を積極的に実施し、内外から寄せられる期
待と要請に応えております。
　毎年のように大きな災害が頻発する昨今、昨年は4月に震度7を2回観測した
熊本地震を初め、北海道岩手県における台風10号等大雨災害、鳥取地震災害、
新潟県糸魚川大規模火災等により甚大な被害が発生しました。また、海外でも
エクアドル地震やイタリア中部地震、ハイチハリケーン災害など鬼より多くの
人々が被災しました。日本赤十字社は、国内のグループ力、各国赤十字社との
ネットワーク力を生かし、災害救護活動や人道的活動を展開するとともに、「人
道・公平・中立・独立・奉仕・単位・世界性」の赤十字基本原則に基づき、人間の命
と健康、尊厳を守る活動を実施しているところでございます。
　これらの赤十字活動は、赤十字の人道的事業に賛同される県民一人ひとりが赤十字（会員）として毎年
協力いただく（会費）と寄付金を財源として行われています。
　5月は赤十字へのご理解とご協力をお願いし、年間500円以上をご支援して頂く方を募集する月間です。
　赤十字に協力するという事は、世界各地で救援を必要としている人々を支援することになります。自治
会役員や赤十字奉仕団員などの皆様が、法牛活動として各家庭や事業所を訪問してお願いしています。
　本年も大宜味村民の皆様には、赤十字の人道的事業をご理解とご協力をいただき、世界の平和と人類の
福祉向上の一翼を担わって下さいますようお願い申し上げます。

　日本赤十字社は、人道・博愛の理念のもとに世界190ヶ国の赤十
字社と連帯し、災害や紛争等により飢餓、貧困、病院などに苦しむ人々を国際的

【お問い合せ先】　大宜味村農業委員会 ☎ 0980-44-3477　大宜味村産業振興課 ☎ 0980-44-3232

【お問い合わせ先】　大宜味村役場　総務課 ☎0980-44-3001　FAX 0980-44-3139

　大宜味村では、次のような事業及び活動について、人材育成基金を
活用した助成を行っております。　

(対象事業)
　① 児童生徒及び青少年の国際交流に関すること。
　② 村青年会及び婦人会のリーダー育成を図るための国外、県外研修等の参加、派遣に関すること。
　③ 各字における伝統芸能等の国外、県外の派遣に関すること。
　④ スポーツ、文化活動で全国大会及び国際大会の派遣に関すること。
　⑤ 本村の振興発展に寄与する各種講習会や実演における講師の招聘に関すること。
　⑥ 産業、福祉、教育等の人材育成を図るための国外、県外研修等の参加、派遣に関すること。
　⑦ その他事業の設置目的に沿う事業で特に村長が認めたもの。

(対象者)
　① 助成金の申請時において大宜味村内に2年以上居住する者、又は2年以上居住する者の子及

び被扶養者で大宜味中学校を卒業し就学中のもの。
　② 団体にあっては、設立後2年以上を経過し、現に活動を活発に行っている大宜味村内の団体で

あること。
　③ 国及び他の地方公共団体又は任意団体等から助成金と同様の助成を受けていない者若しく

は団体であること。
　④ その他村長が特に必要と認めるもの。

【お問い合わせ先】
大宜味村役場住民福祉課　☎0980-44-3003

　この事業は、名護療育医療センターへ委託し、大宜味
村内の小学校入学前の未就学児童に対して、巡回支援専
門員が子どもやその親が集まる場所に巡回し、子どもの
育ち・発達等について相談への対応、支援を行います。
　また、必要に応じて各巡回先のスタッフへ、専門的な
助言・支援も行っていきます。

☆巡回場所☆
・ 保育所、幼稚園への巡回相談（年に5回）
・ 乳幼児健診、子育てサークルへの巡回相談
　（年に5回）

　どんな些細なことでもお気軽にご相談下さい。相談は
無料で、相談内容については守秘義務を厳守いたします。

大宜味村巡回支援専門員整備事業が
平成29年4月からスタートしました。

大宜味村人材育成事業に関する助成金について大宜味村人材育成事業に関する助成金について大宜味村人材育成事業に関する助成金について

【お問い合わせ先】
大宜味村役場 建設環境課 ☎0980-44-3280

狂犬病予防注射のお知らせ
時　間　（所要時間）

  9時15分～9時30分（15分）
  9時40分～9時50分（10分）
10時10分～10時25分（15分）
10時40分～10時50分（10分）
11時00分～11時10分（10分）
11時20分～11時30分（10分）
11時40分～12時00分（20分）
13時00分～13時10分（10分）
13時20分～13時30分（10分）
13時40分～13時50分（10分）
14時00分～14時10分（10分）
14時20分～14時40分（20分）
14時50分～15時00分（10分）
15時10分～15時30分（20分）

注 射 接 種 場 所
津 波 公 民 館
宮 城 公 民 館
江 州 公 民 館
大 保 公 民 館
田 港 公 民 館
屋 古 公 民 館
塩 屋 公 民 館
上 原 公 民 館
根 路 銘 公 民 館
大宜味村役場前
饒 波 公 民 館
喜 如 嘉 公 民 館
謝 名 城 公 民 館
田 嘉 里 公 民 館

字　名
津　波

江　州

田　港
屋　古
塩　屋
上　原
根路銘

饒　波
喜如嘉
謝名城
田嘉里

大　保
押　川

宮　城
白　浜

大宜味
大兼久

1回目　平成29年6月14日(水)※2回目の詳細は6月広報誌にて

【お問い合わせ先】　大宜味村役場　住民福祉課　☎0980-44-3003

！！〝振り込め詐欺　や〝個人情報の詐欺　にご注意ください！！〝 〝！！〝振り込め詐欺　や〝個人情報の詐欺　にご注意ください！！〝 〝

支給対象者
●平成28年度臨時福祉給付金（3千円）の支給対象者である方。
●平成28年度分の住民税が非課税の方

支給金額
● 1人あたり1万5千円　
　※支給は1人1回です。

申請期間
●平成29年5月1日（月）～
　平成29年7月31日（月）

（経済対策分）給付金についてお知らせです。（経済対策分）給付金についてお知らせです。（経済対策分）給付金についてお知らせです。
平成26年4月に実施した消費税率引き上げに伴う所得の少ない方への影響を緩和します。平成26年4月に実施した消費税率引き上げに伴う所得の少ない方への影響を緩和します。

　住民福祉課の窓口で申請する際に通帳（口座番号の確認のため）、印鑑、身分証明書、
申請書（ご自宅に届いたもの）が必要になります。
　住民福祉課の窓口で申請する際に通帳（口座番号の確認のため）、印鑑、身分証明書、
申請書（ご自宅に届いたもの）が必要になります。

経済産業省・沖縄県・大宜味村

工業統計キャラクター・コウちゃん

平成29年工業統計調査を実施します
○平成29年工業統計調査は、従業者4人以上の全ての製造事業所を対象に、平成
29年6月1日時点で実施します。
○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的とする
政府の重要な調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。
○調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための基礎
資料として利活用されます。
○調査票に御記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に使用
することは絶対にありません。
○調査の趣旨・必要性を御理解いただき、御回答をよろしくお願いいたします。
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2 校

赤十字の活動にご支援を
　各世帯年間500円の協力金が赤十字活動の支えです。
　日本赤十字社は、人道・博愛の理念のもとに世界190ヶ国の赤十
字社と連帯し、災害や紛争等により飢餓、貧困、病院などに苦しむ人々を国際的
に救護するとともに、国内においても各種災害救護や輸血用血液の供給、医療
の提供、青少年の健全育成等の事業を積極的に実施し、内外から寄せられる期
待と要請に応えております。
　毎年のように大きな災害が頻発する昨今、昨年は4月に震度7を2回観測した
熊本地震を初め、北海道岩手県における台風10号等大雨災害、鳥取地震災害、
新潟県糸魚川大規模火災等により甚大な被害が発生しました。また、海外でも
エクアドル地震やイタリア中部地震、ハイチハリケーン災害など鬼より多くの
人々が被災しました。日本赤十字社は、国内のグループ力、各国赤十字社との
ネットワーク力を生かし、災害救護活動や人道的活動を展開するとともに、「人
道・公平・中立・独立・奉仕・単位・世界性」の赤十字基本原則に基づき、人間の命
と健康、尊厳を守る活動を実施しているところでございます。
　これらの赤十字活動は、赤十字の人道的事業に賛同される県民一人ひとりが赤十字（会員）として毎年
協力いただく（会費）と寄付金を財源として行われています。
　5月は赤十字へのご理解とご協力をお願いし、年間500円以上をご支援して頂く方を募集する月間です。
　赤十字に協力するという事は、世界各地で救援を必要としている人々を支援することになります。自治
会役員や赤十字奉仕団員などの皆様が、法牛活動として各家庭や事業所を訪問してお願いしています。
　本年も大宜味村民の皆様には、赤十字の人道的事業をご理解とご協力をいただき、世界の平和と人類の
福祉向上の一翼を担わって下さいますようお願い申し上げます。

【お問い合せ先】　大宜味村農業委員会 ☎ 0980-44-3477　大宜味村産業振興課 ☎ 0980-44-3232

【お問い合わせ先】　大宜味村役場　総務課 ☎0980-44-3001　FAX 0980-44-3139

　大宜味村では、次のような事業及び活動について、人材育成基金を
活用した助成を行っております。　

(対象事業)
　① 児童生徒及び青少年の国際交流に関すること。
　② 村青年会及び婦人会のリーダー育成を図るための国外、県外研修等の参加、派遣に関すること。
　③ 各字における伝統芸能等の国外、県外の派遣に関すること。
　④ スポーツ、文化活動で全国大会及び国際大会の派遣に関すること。
　⑤ 本村の振興発展に寄与する各種講習会や実演における講師の招聘に関すること。
　⑥ 産業、福祉、教育等の人材育成を図るための国外、県外研修等の参加、派遣に関すること。
　⑦ その他事業の設置目的に沿う事業で特に村長が認めたもの。

(対象者)
　① 助成金の申請時において大宜味村内に2年以上居住する者、又は2年以上居住する者の子及

び被扶養者で大宜味中学校を卒業し就学中のもの。
　② 団体にあっては、設立後2年以上を経過し、現に活動を活発に行っている大宜味村内の団体で

あること。
　③ 国及び他の地方公共団体又は任意団体等から助成金と同様の助成を受けていない者若しく

は団体であること。
　④ その他村長が特に必要と認めるもの。

【お問い合わせ先】
大宜味村役場住民福祉課　☎0980-44-3003

　この事業は、名護療育医療センターへ委託し、大宜味
村内の小学校入学前の未就学児童に対して、巡回支援専
門員が子どもやその親が集まる場所に巡回し、子どもの
育ち・発達等について相談への対応、支援を行います。
　また、必要に応じて各巡回先のスタッフへ、専門的な
助言・支援も行っていきます。

☆巡回場所☆
・ 保育所、幼稚園への巡回相談（年に5回）
・ 乳幼児健診、子育てサークルへの巡回相談
　（年に5回）

　どんな些細なことでもお気軽にご相談下さい。相談は
無料で、相談内容については守秘義務を厳守いたします。

大宜味村巡回支援専門員整備事業が
平成29年4月からスタートしました。

大宜味村人材育成事業に関する助成金について大宜味村人材育成事業に関する助成金について大宜味村人材育成事業に関する助成金について

【お問い合わせ先】
大宜味村役場 建設環境課 ☎0980-44-3280

狂犬病予防注射のお知らせ
時　間　（所要時間）

  9時15分～9時30分（15分）
  9時40分～9時50分（10分）
10時10分～10時25分（15分）
10時40分～10時50分（10分）
11時00分～11時10分（10分）
11時20分～11時30分（10分）
11時40分～12時00分（20分）
13時00分～13時10分（10分）
13時20分～13時30分（10分）
13時40分～13時50分（10分）
14時00分～14時10分（10分）
14時20分～14時40分（20分）
14時50分～15時00分（10分）
15時10分～15時30分（20分）

注 射 接 種 場 所
津 波 公 民 館
宮 城 公 民 館
江 州 公 民 館
大 保 公 民 館
田 港 公 民 館
屋 古 公 民 館
塩 屋 公 民 館
上 原 公 民 館
根 路 銘 公 民 館
大宜味村役場前
饒 波 公 民 館
喜 如 嘉 公 民 館
謝 名 城 公 民 館
田 嘉 里 公 民 館

字　名
津　波

江　州

田　港
屋　古
塩　屋
上　原
根路銘

饒　波
喜如嘉
謝名城
田嘉里

大　保
押　川

宮　城
白　浜

大宜味
大兼久

1回目　平成29年6月14日(水)※2回目の詳細は6月広報誌にて

【お問い合わせ先】　大宜味村役場　住民福祉課　☎0980-44-3003

！！〝振り込め詐欺　や〝個人情報の詐欺　にご注意ください！！〝 〝！！〝振り込め詐欺　や〝個人情報の詐欺　にご注意ください！！〝 〝

支給対象者
●平成28年度臨時福祉給付金（3千円）の支給対象者である方。
●平成28年度分の住民税が非課税の方

支給金額
● 1人あたり1万5千円　
　※支給は1人1回です。

申請期間
●平成29年5月1日（月）～
　平成29年7月31日（月）

支給対象者

（経済対策分）給付金についてお知らせです。（経済対策分）給付金についてお知らせです。（経済対策分）給付金についてお知らせです。
平成26年4月に実施した消費税率引き上げに伴う所得の少ない方への影響を緩和します。平成26年4月に実施した消費税率引き上げに伴う所得の少ない方への影響を緩和します。

　住民福祉課の窓口で申請する際に通帳（口座番号の確認のため）、印鑑、身分証明書、
申請書（ご自宅に届いたもの）が必要になります。
　住民福祉課の窓口で申請する際に通帳（口座番号の確認のため）、印鑑、身分証明書、
申請書（ご自宅に届いたもの）が必要になります。

経済産業省・沖縄県・大宜味村

工業統計キャラクター・コウちゃん

平成29年工業統計調査を実施します
○平成29年工業統計調査は、従業者4人以上の全ての製造事業所を対象に、平成
29年6月1日時点で実施します。
○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的とする
政府の重要な調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。
○調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための基礎
資料として利活用されます。
○調査票に御記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に使用
することは絶対にありません。
○調査の趣旨・必要性を御理解いただき、御回答をよろしくお願いいたします。



平成29年 
大宜味村むらづくり大宜味村むらづくり

応援寄附

3月分 累計（1～3月）

件数

金額

223件

4,410,000円

616件

12,498,000円

県内外より本村にご寄付頂き心より
感謝申し上げます。
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大宜味村カレンダー大宜味村カレンダー
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 

22 
23 
24 
25 
26 
27 
28
29
30
31 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10  

5月1日～6月10日
月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

※このカレンダーは予定ですので、都合により変更されることがあります。各業務については電話等で確認してください。

6月 June

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

◆区長会

憲法記念日
みどりの日
こどもの日

◆村老連定期総会
◆春の遠足（喜保）
◆村長一日民生委員の日  ◆春の遠足（塩保）
◆わんぱく体験団①
◆村野球大会① 
◆沖縄本土復帰記念日

◆辺土名地区ミニバスケットボール交歓会
◆村野球大会② 

◆村学力向上推進委員会総会及び教育講演会
◆やんばる駅伝競走伊平屋島大会～28日

◆大宜味村チャレンジデー  ◆各種団体GG大会

◆区長会　◆村育英会評議員会

◆国頭地区中学校夏季総体～4日 ◆実技研修会（金武町）

◆生涯学習 

May    June

◆春の遠足（大小）・新入生歓迎会（大中）　◆乳幼児健診
◆大小・大中・PTSA総会・新任職員歓迎会

◆幼・小・中一斉授業参観日
◆「体験の翼」募集開始～6/16

3 校

男　1,646人 （+2）
女　1,510人 （-6）
計　3,156人 （-4）
世帯数 1,659世帯数（+4）
出  産　2人　  転  入 30人
死  亡　6人　  転  出 30人

※注（　）内数は対前月比

3月末現在

村の人口

男　1,646人 （+2）
女　1,510人 （-6）
計　3,156人 （-4）

世帯数 1,659世帯数（+4）
出  産　2人　  転  入 30人
死  亡　6人　  転  出 30人

※注（　）内数は対前月比

3月末現在

村の人口

555月月月

１歳の誕生日の子供たち（5月生まれ）

（タンカー祝い）
世界にたったひとつのスマイル！！

池原　直弥くん（田嘉里）
なお や

（平成28年5月12日生）

平良　舵くん（喜如嘉）
かじ

（平成28年5月12日生）

デイビス　シャノンくん（謝名城）
（平成28年5月14日生）

渡慶次　幸くん（大宜味）
こう

（平成28年5月23日生）

　おおぎみの工芸展「第14回いぎみてぃぐま」が、4月7日から9日までの3日間、村農村環境改善センターと

村立芭蕉布会館にて開催されました。今回から、アドバイザーの協力により来場者が自然と作品に目を向け

るような工夫が取り入れられています。会場を訪れた村内に住む辺土名高校1年の上原玄武君は、「ものづ

くりの格好良さが好き」と目を輝かせていました。

　企画では、チャリティーオークションや作家インタビューツアーなどが開催されました。オークションで

は、陶芸・木工芸・染織などの作品が出品され、活気のある雰囲気で会場は盛り上がりました。オークション

に参加した女性は「狙っていたものを安く手に入れられて満足です」と笑顔を見せていました。収益はもの

づくり関連の書籍購入に充てられ、大宜味小学校へ寄贈されます。

　次回は第15回と節目の開催になり、工芸家たちが大宜味村から発信する様々な思いに注目です。

▲会場を訪れた人たち ▲眼光鋭いシーサー ▲コーヒーをより美味しく ▲チャリティーオークション

▲3㎞折返し、あと半分！ ▲パーランクーで応援（大保）▲マラソンスタート！！

▲競争の部3㎞〈小３男子〉1位：福地楽偉門（大宜味小学校）〔左〕

　競争の部３㎞〈小２男子〉1位：名城侍（大宜味小学校）〔右〕

▲競争の部3㎞〈中学共通〉

　2位　花田悠馬（大宜味中学校）

いぎみてぃぐまいぎみてぃぐま

第39回  塩屋湾一周トリムマラソン第39回  塩屋湾一周トリムマラソン

いぎみてぃぐまいぎみてぃぐまいぎみてぃぐまいぎみてぃぐま

　4月16日に第39回塩屋湾一周トリムマラソン大会が開催されました。『新緑の塩屋湾を走ろう！』の
テーマにふさわしく、当日は天気に恵まれ絶好のマラソン日和となりました。前回より新設された17.5
㎞（大保ダム周回）コースは、今回より16.7㎞に変更になり、脇ダム天端道路も新しく走れるようになり
ました。３コース合計の出場申込は945人、完走者は862人。来年は第40回の記念大会となります。

てん ば



平成29年 
大宜味村むらづくり大宜味村むらづくり

応援寄附

3月分 累計（1～3月）

件数

金額

223件

4,410,000円

616件

12,498,000円

県内外より本村にご寄付頂き心より
感謝申し上げます。
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なお や
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平良　舵くん（喜如嘉）

かじ

（平成28年5月12日生）

デイビス　シャノンくん（謝名城）
（平成28年5月14日生）

渡慶次　幸くん（大宜味）

こう

（平成28年5月23日生）
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づくり関連の書籍購入に充てられ、大宜味小学校へ寄贈されます。

　次回は第15回と節目の開催になり、工芸家たちが大宜味村から発信する様々な思いに注目です。

▲会場を訪れた人たち ▲眼光鋭いシーサー ▲コーヒーをより美味しく ▲チャリティーオークション

▲3㎞折返し、あと半分！ ▲パーランクーで応援（大保）▲マラソンスタート！！

▲競争の部3㎞〈小３男子〉1位：福地楽偉門（大宜味小学校）〔左〕

　競争の部３㎞〈小２男子〉1位：名城侍（大宜味小学校）〔右〕

▲競争の部3㎞〈中学共通〉

　2位　花田悠馬（大宜味中学校）

いぎみてぃぐまいぎみてぃぐま

第39回  塩屋湾一周トリムマラソン第39回  塩屋湾一周トリムマラソン

　4月16日に第39回塩屋湾一周トリムマラソン大会が開催されました。『新緑の塩屋湾を走ろう！』の
テーマにふさわしく、当日は天気に恵まれ絶好のマラソン日和となりました。前回より新設された17.5
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渡海の地で発展した津波小学校渡海の地で発展した津波小学校

津波924番地（現農村公園）にあっ
た頃の津波尋常高等小学校。左の
門柱には津波青年学校とある。創
立30周年記念（昭和13年頃）

■編集・発行 大宜味村役場企画観光課　〒905-1392 大宜味村字大兼久157番地　☎0980-44-3007　FAX 0980-44-3029
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　4月6日、『青
信号しっかり
かくにんわた
ろうね!』をス
ローガンに、
大宜味村役場
玄関前にて、
「春の全国交
通安全運動大
宜味村出発式
及 び 車 輌 パ
レード」が行われました。運動の基本は「子どもと高齢者の
交通事故防止～事故にあわない、おこさない～」です。村長
は参加者を前に、「高齢者や子どもたちが被害者になるこ
とのないように、ぜひとも素晴らしい交通安全運動を推進
していきたい」と決意を述べました。交通事故のない明
るい社会を目指していきましょう。

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動

立30周年記念（昭和13年頃）

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動

　 4 月 1 3
日、大宜味
村農村活性
化センター
（道の駅お
おぎみ）に
て、平成29
年度こいの
ぼり掲揚式
が開催され
ました。こ
いのぼりに
は、次代を担う子どもたちの健やかな成長への願いが込め
られています。式では塩屋・喜如嘉の保育所児、大宜味幼稚
園児、それぞれによる踊りや歌が披露され、参加者を楽し
ませました。こいのぼりは5月24日（水）まで掲揚されて
います。

こいのぼり掲揚式こいのぼり掲揚式こいのぼり掲揚式

　4月20日（木）から4月23日（日）までの４日間、第9回沖
縄国際映画祭が開催されました。今年は、離島部を含む12
市町村24ヶ所が会場となり映画祭を盛り上げました。大宜
味村は、映画祭を盛り上げる沖縄国際映画祭応援団の一員
として映画祭に関わっています。最終日の23日には国際通
りにてレッドカーペットが実施されました。村長、大宜味
村ふるさと観光レディーの宮城姉妹、村PRキャラクターの
ぶながや・おおぎみシーちゃん、村青年団協議会から参加
があり、歓声に沸く会場の中を歩きました。

第9回沖縄国際映画祭第9回沖縄国際映画祭第9回沖縄国際映画祭

　
明
治
二
三
年
、津
波
簡
易
小
学
校
が
津
波
九
二
四
番
地

（
現
農
村
公
園
）に
設
置
さ
れ
た
の
が
、津
波
に
お
け
る
学
校
教
育
の

発
祥
で
あ
る
。そ
の
後
、二
九
年
に
塩
屋
尋
常
小
学
校
分
教
場
と
位
置

付
け
ら
れ
た
が
、四
三
年
に
津
波
尋
常
小
学
校
の
創
立
を
み
る
。大
正

一
三
年
に
は
高
等
科
が
設
置
さ
れ
津
波
尋
常
高
等
小
学
校
へ
、昭
和

一
六
年
の
学
制
改
革
で
津
波
国
民
学
校
と
改
称
、二
三
年
に
は
六
・
三

制
施
行
で
津
波
小
学
校
・
津
波
中
学
校
と
な
る
。

　
昭
和
二
六
年
、校
地
を
津
波
二
八
三
番
地
に
移
築
。四
四
年
に
は
そ

れ
ま
で
塩
屋
校
に
通
学
し
て
い
た
江
洲
の
児
童
が
津
波
校
に
学

区
変
更
。昭
和
五
三
年
に
は
交
通
少
年
団
を
結
成
。上
級
生
が
下

級
生
を
気
遣
い
な
が
ら
列
を
組
ん
で
登
校
す
る
集
団
登
校
が
津

波
小
学
校
の
名
物
と
な
っ
て
い
た
。平
成
四
年
に
は
全
日
本
交

通
安
全
協
会
よ
り
協
会
長
表
彰
を
受
賞
し
て
お
り
、交
通
少
年

団
の
活
動
は
閉
校
ま
で
三
七
年
間
も
続
い
た
。

　
五
五
年
、中
学
校
統
合
に
よ
り
津
波
中
学
校
を
閉
校
。平
成

二
年
創
立
八
〇
周
年
記
念
事
業
挙
行
、体
育
館
落
成
。同
年
の

在
席
数
は
六
一
名
で
あ
る
。平
成
二
二
年
、創
立
一
〇
〇
周
年

記
念
式
典
挙
行
。小
さ
な
学
校
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、美
化
活
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で
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タ
イ
ヤ
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門
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〇
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咲
き
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な
ど
で
も
度
々
話
題
に
な
っ
た
。沖
縄
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小
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は
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〇
一
六（
平
成
二
八
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三
月
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〇
五
年
の
長

い
歴
史
に
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を
閉
じ
た
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